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（2）知識・理解 2：人類の文化・社会と自然に関する知識の理解 .47** 3.58（1.14）
汎用的技能： （3） （4） （5） （6）
（3）汎用 1：コミュニケーション・スキル 2.60（1.38）
（4）汎用 2：数量的スキル .50** 2.56（1.16）
（5）汎用 3：情報リテラシー .46* .42** 2.53（1.24）
（6）汎用 4：論理的思考力 － .40** .52** 3.58（1.28）
（7）汎用 5：問題解決力 .60** .53** .52** .32* 3.40（1.22）
態度・志向性： （8） （9） （10） （11） （12）
（8）態度 1：自己管理力 3.07（1.26）
（9）態度 2：チームワーク，リーダーシップ .66** 2.79（1.47）
（10）態度 3：倫理観 .53** .67** 3.51（1.20）
（11）態度 4：市民としての社会的責任 .45** .61** .62** 3.23（1.27）
（12）態度 5：生涯学習力 .59** .39** .48** － 3.51（1.10）
統合的な学習経験と創造的思考力：




（16）チームで働く力（チームワーク） .53** .55** 2.98（1.37）
（若年者）就職基礎能力 （17） （18） （19） （20）
（17）コミュニケーション能力 2.95（1.38）
（18）職業人意識 .53** 3.19（1.42）
（19）基礎学力 .48** － 3.07（1.22）
（20）ビジネスマナー .43** .33* .38* 2.28（1.20）
（21）資格取得 － － .36* － 3.02（1.30）
キャリア発達に関わる諸能力（例） （22） （23） （24）
（22）人間関係形成能力 3.70（1.21）
（23）情報活用能力 .42** 2.98（1.30）
（24）将来設計能力 .56** .43** 3.28（1.16）
（25）意思決定能力 .41** － .44** 3.49（0.94）
基礎的・汎用的能力 （26） （27） （28）
（26）人間関係形成・社会形成能力 3.51（1.18）
（27）自己理解・自己管理能力 .49** 3.58（1.08）
（28）課題対応能力 － － 3.63（1.07）

























































（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） 平均値（SD）
（1）知識・理解 3.36（2.11）
（2）汎用的技能 － 2.94（0.94）
（3）態度志向 － .48** 3.22（1.00）
（4）統合 － .49** .51** 3.60（1.07）
（5）社会人基礎力 .36* .44** .71** .43** 3.31（1.03）
（6）就職基礎力 .32* .56** .56** － .63** 2.90（0.89）
（7）キャリア発達 .41** .64** .56** .38* .61** .60** 3.36（0.87）
（8）基礎的・汎用的能力 .50** .59** .48** .35* .59** .61** .72** 3.44（0.74）
表 3　学士力等に関する合成得点の平均値（SD）と相関係数





























































































































（1） （2） （3） 平均値（SD） α係数
（1）授業内容について 4.11（0.59） 0.74（4項目）
（2）授業の方法について .58** 4.01（0.68） 0.86（4項目）
（3）授業における総合評価について .67** .59* 3.98（0.67） 0.75（3項目）








書　　名 A B C D E F
本の構成 合本（2） 単独 単独 合本（1） 単独 合本（2）
観察法 ○ ○ ○ － ○ ○
実験法 ○ ○ ○ － － ○
質問紙（調査）法 △ ○ ○ － ○ ○
心理検査法 * ○ ○ ○ － ○ ○
面接法 － ○ ○ － － ○
アクションリサーチ － ○ － － － －
ピアジェ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ボウルヴィ △ ○ ○ △ ○ △
コールバーグ － － ○ － － －
E・H・エリクソン ○ △ ○ ○ ○ ○
ハヴィガースト ○ － ○ △ － ○
S・フロイト － － ○ － － ○
ヴィゴツキー ○ △ ○ ○ － ○
相対評価 － △ ○ － ○ －
絶対評価 － － ○ － ○ －
個人内評価 － － ○ － ○ －
事前評価 ** － － ○ － － －
形成的評価 － － ○ － － －
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附票１　中央教育審議会「学士課程教育の構築に向けて」（2008年12月答申）
大学に期待される取り組み，学士力に関する主な内容（1～ 4）
1. 　知識・理解：専攻する特定の学問分野における基本的な知識を体系的に理解するとともに，その知識体系
の意味と自己の存在を歴史・社会・自然と関連づけて理解する．
（1）多文化・異文化に関する知識の理解
（2）人類の文化・社会と自然に関する知識の理解
2.　汎用的技能：知識活動でも職業生活や社会生活でも必要な技能
（1）コミュニケーション・スキル：日本語と特定の外国語を用いて，読み，書き，聞き，話すことができる．
（2）数量的スキル：自然や社会的事象について，シンボルを活用して分析し，理解し，表現することができる．
（3） 情報リテラシー：情報通信技術（ICT）を用いて，多様な情報を収集・分析して適正に判断し，モラルに
則って効果的に活用することができる．
（4）論理的思考力：情報や知識を複眼的，論理的に分析し，表現できる．
（5）問題解決力：問題を発見し，解決に必要な情報を収集・分析・整理し，その問題を確実に解決できる．
3.　態度・志向性：
（1）自己管理力：自らを律して行動できる．
（2） チームワーク，リーダーシップ：他者と協調・協働して行動できる．また，他者に方向性を示し，目標
の実現のために動員できる．
（3）倫理観：自己の良心と社会の規範やルールに従って行動できる．
（4） 市民としての社会的責任：社会の一員としての意識を持ち，義務と権利を適正に行使しつつ，社会の発
展のために積極的に関与できる．
（5）生涯学習力：卒業後も自律・自立して学習できる．
4.　統合的な学習経験と創造的思考力：
　 これまでに獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用し，自らが立てた新たな課題にそれらを適用し，そ
の課題を解決する能力．
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附票２　学士課程に求める諸能力（経済産業省，厚生労働省，文部科学省関係）
社会人基礎力（経済産業省）
以下の3つの能力（12の能力要素）から構成される．
・前に踏み出す力（アクション）：主体性，働きかけ力，実行力
・考え抜く力（シンキング）：課題発見力，計画力，創造力
・ チームで働く力（チームワーク）：発信力，傾聴力，柔軟性，情況把握力，規律性，ストレスコントロール
力
　　出所：「社会人基礎力に関する研究会－中間取りまとめ－」社会人基礎力に関する研究会，2006年
（若年者）就職基礎能力（厚生労働省）
以下の5つの内容から構成される．
・コミュニケーション能力（意思疎通，協調性，自己表現能力）
・職業人意識（責任感，向上心・探求心，職業意識・勤労観）
・基礎学力（読み書き，計算・計数・数学的思考力，社会人常識）
・ビジネスマナー
・資格取得（情報技術関係，経理・財務関係，語学力関係）
　　出所：「若年者就職基礎能力修得のための目安策定委員会報告」中央職業能力開発協会，2004年
キャリア発達に関わる諸能力（例）（文部科学省）
以下の4領域8能力から構成される．
・人間関係形成能力（自他の理解能力，コミュニケーション能力）
・情報活用能力（情報収集・探索能力，職業理解能力）
・将来設計能力（役割把握・認識能力，計画実行能力）
・意思決定能力（選択能力，課題解決能力）
　　 出所：「キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書－児童生徒一人一人の勤労観，職
業観を育てるために」，キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議，2004年
附票３　中央教育審議会「キャリア教育・職業教育特別部会」（2011年１月答申）（今後の学校におけるキャリ
ア教育・職業養育の在り方について）
基礎的・汎用的能力とは，従来の4領域8能力の問題点を考慮し，また類似性の高い各種の能力論（人間力，
社会人基礎力，就職基礎能力など）とともに改めて分析をし，「分野や職種にかかわらず，社会的・職業的に自立
するために必要な基盤となる能力」として再構成した以下の4つの能力である．
・人間関係形成・社会形成能力：
多様な他者の考えや立場を理解し，相手の意見を聴いて自分の考えを正確に伝えることができるとともに，
自分の置かれている状況を受け止め，役割を果たしつつ他者と協力・協働して社会に参画し，今後の社会を
積極的に形成することができる力である．例えば，他者の個性を理解する力，他者に働きかける力，コミュ
ニケーション・スキル，チームワーク，リーダーシップ等が挙げられる．
・自己理解・自己管理能力：
自分が「できること」「意義を感じること」「したいこと」について，社会との相互関係を保ちつつ，今後の自
分自身の可能性を含めた肯定的な理解に基づき主体的に行動すると同時に，自らの思考や感情を律し，かつ，
今後の成長のために進んで学ぼうとする力である．
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・課題対応能力：
仕事をする上での様々な課題を発見・分析し，適切な計画を立ててその課題を処理し，解決することができ
る力である．例えば，情報の理解・選択・処理等，本質の理解，原因の追究，課題発見，計画立案，実行力，
評価・改善等が挙げられる．
・キャリアプランニング能力：
「働くこと」の意義を理解し，自らが果たすべき様々な立場や役割との関連を踏まえて「働くこと」を位置付
け，多様な生き方に関する様々な情報を適切に取捨選択・活用しながら，自ら主体的に判断してキャリアを
形成していく力である．例えば，学ぶこと・働くことの意義や役割の理解，多様性の理解，将来設計，選択，
行動と改善等が挙げられる．（第1章3（2）③）
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